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この講習会の目的

• Journal Citation Reportsの基本操作を覚える

– インパクトファクターの作られ方とその意味を正しく理解する

– JCRに入っているその他の指標のコンセプトを理解する

– 新指標：5年インパクトファクターなど

• EndNote Webについて

– データのアップ方法

– データの共有方法

– 引用文献の作成方法

• Researcher IDとは

• Q&A

新しい指標を加えることにより、

学術雑誌をより深く、多面的に評価できるよう
になりました。
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Journal Citation Reportsとは

• Web of Science等Citation Index製品に収録される学
術雑誌の様々な評価指標を収録

• ISI Web of Knowledgeプラットフォームで利用する

• 年に一度更新

• 現在の最新版は2007年版（2008年度版は、夏頃）

• インパクトファクターはＪＣＲに収録される雑誌の評価
指標のひとつ

• Web of Scienceのデータを抽出・計算している
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New England Journal of Medicine のインパクトファクターを調べる

new＊と入力
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NEW ENGL J MEDをクリック
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• Total Cites （被引用総数）
ジャーナルに掲載された論文が、対象の1年間に他の文献に引用された総数

• Impact Factor （文献引用影響率）
ジャーナルに掲載された「平均的な論文」がその対象年中にどれだけ頻繁に引用されたかを示す尺度

• Immediacy Index （最新文献指数）
対象年に出版された論文が、同年中にどれだけ多く引用されているかを示す尺度

• Articles （論文数）
ジャーナルに一年間に掲載された論文の総数

• Cited Half-Life （被引用半減期）
ジャーナルに掲載された論文が、どれだけ長い期間引用され続けるかを示す

• Citing Half-Life （引用半減期）
ジャーナルに掲載された論文が、どれだけ古い論文まで引用しているかを示す
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インパクトファクターを見るときの注意

• 同じ分野の中でのみ比較をする

• インパクトファクターは１論文あたりの平均的な引用回
数にすぎない

• 研究者に与えられるポイントのようなものではない

それではインパクトファクターは
どのように作られているのでしょうか？
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New England Journal of Medicineの2006年版
インパクトファクター

2004 2005 2006

2005年の掲載論文数＝308報 2006年に15198回引用された

2004年の掲載論文数＝316報 2006年に16811回引用された

316+308

16811+15198
＝

624

32009
≒ 51.296

Source: Journal Citation Reports 2006 Science Edition
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Impact Factorの利用目的

• 当初は「社内指標」として開発

– Citation Index製品の収録誌を選択するための参考指標として開発
された

• 学術雑誌の比較

– 雑誌のコレクション管理（図書館員）

– 論文投稿先の決定（研究者）

– 編集方針の決定（雑誌編集者）

• 雑誌ごとに被引用数を集計しただけでは、適切な比較ができな
い

– 出版規模（1年間の掲載論文数）

– 刊行頻度（1年間の刊行冊数）

Impact Factorの考案
「一論文あたりの平均被引用数」
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総合医学・内科学102誌の平均 免疫学114誌の平均

歯科学46誌の平均 薬学185誌の平均

分野による被引用数の違い

“Medicine, General & Internal”、”Immunology”、”Dentistry, Oral Surgery & 
Medicine”、”Pharmacology & Pharmacy”分野について集計

Journal Citation Reports 2003, Science Edition
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引用の傾斜分布

New England Journal of Medicine掲載論文の被引用数分布
2005年の308論文（ArticleおよびReview）について調査
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約70%が平均値以下
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今までに98回の引用を
受けている



13

Circulation Researchのインパクトファクターは10以下・・・なので、
この論文は評価されないとしたら、98回という引用回数の意味は・・・？

直近5年の

被引用数の流れ
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ここまでのおさらい

• インパクトファクターは１論文あたりの平均的な引用回
数にすぎない

• 研究者に与えられるポイントのようなものではない

• インパクトファクターは雑誌の影響度を見たいときに使
うもので、必ず同じ分野の中で比較をする

同じ分野の中で比較をするには？

クロールとバタフライのタイムを比較しても
無意味であるのと同じ
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JCR Science Edition では雑誌を170の分野に分類
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Immediacy Index（最新文献指数）の計算方法
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Immediacy Index （最新文献指数）
Immediacy 

Index
Impact 
Factor タイトル

12.743 51.296 NEW ENGLAND JOURNAL OF MEDICINE
7.419 25.58 LANCET

7.869 23.175 JAMA-JOURNAL OF THE AMERICAN MEDICAL ASSOCIATION

3.72 14.78 ANNALS OF INTERNAL MEDICINE
3.419 13.75 PLOS MEDICINE
4.343 13.237 ANNUAL REVIEW OF MEDICINE
4.412 9.245 BRITISH MEDICAL JOURNAL
1.846 7.92 ARCHIVES OF INTERNAL MEDICINE
3.044 6.862 CANADIAN MEDICAL ASSOCIATION JOURNAL
0.281 5.167 MEDICINE

2006年の掲載論文数＝303報

2006年に3,861回引用された

≒ 12.743

2006

2006

速報性が高い
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Cited Half-life（被引用半減期）：どれくらい長く引用されるか？

論文出版年

New England Journal of Medicineが2006年に
引用された総数
386１+15198+16811+・・・61387＝177505回

Cited Half Life（被引用半減期）は全体の177505がその半分の88752にな
るまでの現在から過去への年数。つまり、New England Journal of 
Medicine のCited Half Lifeは６．９年

・息の長い論文

・基礎医学？
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6.9年
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これらのジャーナルをよく見ていくと、様々な分
野から引用を受けていることがわかる。
→これがWeb of Scienceが学際的な分野を
網羅している理由です

2006年に出版されたジャーナルに掲載されている論文が
New England Journal of Medicine の論文を引用している流れ
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Citing Half-life（引用半減期）：どれだけ古い論文まで引用しているか？

New England Journal of Medicine掲載論文が
2006年にJCR収録対象誌論文を引用した総数
1410+2729+2264+・・・+4186＝18306回

Citing Half Life（引用半減期）は全体の18306が

その半分の9153になるまでの現在から過去への年数。

つまり、New England Journal of Medicine の

Citing Half-Lifeは4.7年

New England
Journal of Medicine
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4.7年
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New England Journal of Medicineに掲載されている論文が2006年のJCR
収録対象論文を引用した流れ
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>10.0                 MEDICINE                       >10.0

5.0                ANN INTERN MED                8.6

4.5        ANN REV MED          6.0

4.6      NEW ENGLAND J MED        6.9

Citing HL & Cited HL
（総合医学・内科分野）

4.9 CURR MED RES OPIN 2.6

Citing Half-Life: 
どれくらい古い論文を引用しているかの目安

Cited Half-Life: 
どれくらい長い期間引用されているかの目安

インパクトファクターが高い
＝長く引用され続けるとは限らない
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インパクトファクターはある雑誌がある年に引用されている”
平均的な論文”の頻度を表す指標です。インパクトファクタ
ーは皆さんが雑誌の相対的な重要性を評価するときに役
立ちます。

特に皆さんが同じ分野の中で比較を行う際に役に立つもの
です。
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分野を選んでSubmitボタンをクリック

複数の分野を選びたいときは

Ctrlキーを押しながら分野を選ぶ

分野からインパクトファクターを調べる
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Rank by IF (Physics, Multidisciplinary)
2003 2004 2005 2006

1 REV MOD PHYS 28.172 REV MOD PHYS 32.771 REV MOD PHYS 30.254 REV MOD PHYS 33.508 

2 PHYS REP 11.980 PHYS REP 14.742 PHYS REP 10.458 NAT PHYS 12.040 

3 REP PROG 
PHYS

8.409 REP PROG 
PHYS

7.842 REP PROG 
PHYS

8.893 PHYS REP 10.438 

4 PHYS REV LETT 7.035 PHYS REV LETT 7.218 PHYS REV LETT 7.489 REP PROG 
PHYS

9.549 

5 PHYS TODAY 5.020 PHYS TODAY 5.211 PHYS TODAY 5.685 PHYS REV LETT 7.072 

6 PHYS LETT B 4.066 J PHYS CHEM 
REF DATA

4.788 PHYS LETT B 5.301 PHYS TODAY 5.839 

7 J PHYS CHEM 
REF DATA

4.000 PHYS LETT B 4.619 NEW J PHYS 3.585 PHYS LETT B 5.043 

8 PHYS-USP+ 2.595 RIV NUOVO 
CIMENTO

3.250 
CLASSICAL 

QUANT 
GRAV

2.938 CONTEMP 
PHYS

3.857

9 ANN PHYS-NEW 
YORK

2.525 NEW J PHYS 3.095 RIV NUOVO 
CIMENTO

2.833 NEW J PHYS 3.754

10 NEW J PHYS 2.480 ANN PHYS-NEW 
YORK

3.006 J PHYS CHEM 
REF DATA

2.783 J PHYS CHEM 
REF DATA

3.083
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最後に・・・

• インパクトファクターはあくまでも一つの指標です

• 同じ分野の中で比較することが、もっとも重要です

• 上記をふまえ、インパクトファクターを有効に活用してく
ださい

新指標について

・5年インパクトファクター

・分野別ジャーナルランキング

・ボックスプロット

・自誌引用率

・Eigenfactor

・ Article Influence 
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EndNote Web
• Webベースのツール

• 論文執筆に必要な文献をオンラインで管理

主な機能

• 選択した文献の保存

• フォルダーを仲間と共有

• 引用文献リストを作成

“Sing in”

パスワードに注意：

・8文字以上の英数字+特殊文字 例： smile123!

http://www.endnoteweb.com からアクセス

http://www.endnoteweb.com/�
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データのインポート フォルダのマネジメント 個人情報の変更

・参考文献の入力
・他サービスのImport

・フォルダの名前変更
・共有ホルダの作成

・パスワードの変更
・メールアドレスの変更

基本的な機能について
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その他のデータベースの保存（例：SciFinder)

（リファレンスカード：３．及び2ページ目の下）

1)Pubmed=MEDLINEにて保存
2) “ Collect” – “Import References” – “Customize 
this list “ をクリック
3) 必要なデータベースを選択
4) 全画面の”Select”タブに表示される
5) 選択して“Import ”をクリック

(1)

(2)

(3)
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フォルダを仲間と共有 （他大学との共同研究時など）

1)“Organize” をクリック
2) “ v”を入れて、”Manage Sharing”をクリック
3) メールアドレスを入力
4) “Read only” or “Read & Write”を選択
5) “Apply”をクリック
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1) CWYWをインストール
(Cite While You Write)
2) “ Find Citations”を
クリック

引用文献リストの作成 （リファレンスカード：6-8）

3) トピックを入力
（日本語の場合は、最後に”*”)
4) “Dorey”を選択
5) “Insert”をクリック

医中誌、Medlineなど外部データの取り込みも可能
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EndNote とEndNoteWeb
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Researcher ID  
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自分の研究業績を世界に発信



38

インターネット講習会のお知らせ
https://www.thomsonscientific.jp/training/web/wos/index.shtml
3/26(木）
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ありがとうございました。ご質問は下記まで

Thomson Scientific / テクニカル・サポート
Phone: 0800-888-8855
Fax: 03-5218-6536

ts.support.jp@thomson.com 

Thomson Scientificの日本語ホームページをご覧ください。
http://www.thomsonscientific.jp

各種製品情報、関連ニュース、テキストのダウンロードなどができます。
http://www.thomsonscientific.jp/support/

サポートには英語のオリジナルサイトもございます。
http://www.thomsonscientific.jp/support/techsupport/

録画されたその他のトレーニングは、下記のサイトにございます。
http://scientific.thomson.com/support/recordedtraining/

http://www.thomsonscientific.jp/�
http://www.thomsonscientific.jp/support/�
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